
 

(別紙様式４－１)                                     (県立高等学校・中学校用) 

熊本県立八代工業高等学校（全日制） 平成３０年度学校評価表 

 

１ 学校教育目標 
（１）地域に愛され、地域とともにある学校づくり 
（２）ものづくり教育と部活動を通した人格形成 
（３）基礎学力と基本的生活習慣の充実・定着による進路実現 

 

２ 本年度の重点目標 

 熊本県教育振興基本計画の第２期くまもと『夢への架け橋』プランと本校校訓『誠実』に則り、「認め、ほめ、励まし、伸ばす」くまもとの教職員像
の行動指標を踏まえ、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」など「生きる力」を育み、特色ある信頼される学校づくりを目指す。 

①学力の定着向上と教育相談の充実による進路保障  ②専門教育の充実 

③部活動の推進と適正化              ④本校の魅力発信 
⑤安全教育並びに危機管理の充実          ⑥校務整理と業務改善 

 

３ 自己評価総括表 

評 価 項 目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小 項 目 

学
校
経
営 

学校目標及び
重点目標の共
有 

学校の教育目標及
び本年度の重点目
標の周知徹底 

教育目標と重点を説明
し､教職員･生徒は9割､
保護者は8割以上の認
知度を目指す 

職員会議、全校集会、ＰＴＡ
総会、学年保護者会、地区懇
談会、三者面談、学校新聞等
で本年度教育方針等の説明 

Ｂ 

教育目標や重点目標の理解度はアンケート
結果から保護者92％、生徒87％で、残念なが
ら生徒は9割に及ばなかった。今後も積極的
な広報を行い、更なる周知徹底を図りたい。 

学校マネジメ
ントの充実・強
化(組織的活動
の確立） 

各部、各科の目標達
成に向けたマネジ
メントの確立 

各部・科での役割認識
と組織の一員としての
使命感と自覚 

定期的に各部・科の連絡会を
開催し、目標達成に向けた進
捗状況と今後の対策の確認 

Ｂ 

部会等が定期的に開催され、その職責を認
識し、業務を遂行出来ている。年度末には各
分掌での課題や次年度の取組事項も情報共有
している。 

教育環境（施設
・設備）の充実
と積極的な活
用 

実践的で教育効果
があがる教育環境
整備 

実習内容の充実と高度
化への施設設備検討 

既存の機械設備等により指導
内容を向上させ、技能の向上
を図る 

Ｂ 
各種検定やコンテスト、体験入学等へ対応

するため、現有設備を活用し生徒への技能向
上を図ることができた。 

働きやすい環境整
備 
 

週１回、身の回りの環
境整備を実施 

職員室・各管理室の清掃・整
理整頓の徹底 

Ｂ 
清掃活動は毎日実施している。整理整頓に

ついては、その都度確認しているが、個人差
がある。今後も更なる徹底が必要である。 

現有する施設・設備
の活用と点検 

施設・設備の安全点検
と整理整頓の徹底 

学期毎に施設設備の安全点検
簿の提出 

Ｂ 
安全点検については、各科・各教科等にお

いて、定期的に行っており、整理整頓の他、
安全教育にも力を入れている。 

学
力
向
上 

授業の充実 
（わかる・わか
りやすい授業
の実施) 
教職員の授業
力向上 

生徒の実態と理解
度の把握、学習意欲
を引き出す工夫 

基礎学力の確実な定着
と目標達成に向けた学
力向上 

授業時数の確保、年間授業計
画を学期、月毎にチェック 

Ｂ 

授業計画を行事ごとに調整し、各考査間の
授業数をほぼ均一に確保した。考査１週間前
から原則各部活動練習休止とした。各学期末
考査に補習を行った。公開授業や生徒参観週
間の参観を呼びかけた。また、教育センター
サポート事業の研修により研究授業の活性化
を図った。しかし、初任者や教育実習生の研
究授業ほど関心を集められなかった。普段の
ＩＣＴ活用や生徒が主体的取り組みやすい活
動などを紹介するなどして、参観の土壌づく
りを工夫したい。 

成績不振者への補習の実施、
考査前・考査中の部活動中止 

授業力向上への研究授
業の実施（ＩＣＴ機器
活用・アクティブラー
ニング等） 

生徒による授業評価アンケー
トの実施（理解度調査）、各
教科１回以上研究授業、公開
授業週間、生徒参観週間 

工業の各分野
に関する基礎・
基本的な知識
と技術の習得 

知識と技術の向上
に向け、技能検定や
国家資格等に挑戦 

ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰ認定者数
100人以上、全国上位
校入り 

資格検定試験の精選、学科と学
年が連携した継続的指導、課外
（朝・長期休業中）の実施 

Ｂ 

朝課外（フレックスデイ）や長期休業期間
を利用し、各科とも計画的に資格検定取得に
取り組んでいた。ジュニアマイスター認定者
数も昨年比５７名増加し１６０名となった。 

専門的な知識
と技術の深化「
ものづくりは
人づくり」 

創意工夫をこらし
たものづくり 

「生徒研究発表会」「
ものづくりコンテスト
」等各種コンテスト入
賞、こども科学フェア
の継続実施 

各種大会出場者の徹底指導、
学科や学年を超えた指導、指
導者の技術力向上に向けた研
修会等の実施、学校広報活動
の充実 

Ａ 

高校生ものづくりコンテストは、金賞２部
門、銅賞２部門と昨年度に比べ結果を残すこ
とができた。九州大会でも旋盤作業部門で優
勝し、全国大会に出場した。その他、溶接技
術競技会では２年ぶりに団体優勝した。こど
も科学フェアは、今年度も好評であった。 

課題研究の充実 
生徒の興味関心に合った研究
継続型課題研究の内容検討 

Ｃ 

テーマは職員主体になりがちで、一部継続
的なテーマを実施しているが、単年度で終了
する内容が大概を占めている。今年度は、生
徒研究発表でプロジェクションマッピングに
挑戦した。今後は地域と協働したテーマ設定
も模索していきたい。 

（
進
路
指
導
） 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

キャリア教育
の充実と強化 

保護者・生徒への的 
確な進路情報の提
供と目的意識の啓
発 

保護者会・学年集会、
ＬＨＲ等での進路指導
の充実 

進路講話（保護者向け、学年
ごと）の実施、進路だよりの
発行等啓発活動の実施 Ａ 

学校独自で企画・実施した「八代地域進路
説明会」は、生徒・保護者ならびに参加事業
所・官公庁・上級学校の好評を博し、進路意
識の向上に大きく寄与した。 

インターンシップ、工場見学
等の実施 

きめ細やかなキャ
リアガイダンスの
実施 

進路決定率100％の進
路希望実現 

進路指導部、学年、各学科の
連携によるきめ細やかな指導 

Ａ 
１次試験の不調後、担任・保護者と情報交

換に努め、１００％早期達成を果たした。 

高レベルの進
路実現（伸ばす
教育の実現） 

生徒の希望に応え
る進路指導体制の
確立 

難易度の高い大学、公
務員、企業等への合格
者の増加 

進学指導体制の充実と進学課
外の実施 

Ｂ 

進学・公務員においては、先を見越した課
外計画が十分ではなく、放課後の課外を設け
るなど物理的な支援に乏しいことが、満足の
いく結果に繋がらなかったと反省している。
年度末までに次期計画・体制を強化する。 

公務員指導体制の充実と公務
員課外の実施 
就職指導体制の充実と基礎学
力課外（朝課外）の実施 

生
徒
指
導 

社会に適応す
る人間力の育
成 

・時間、期限、約束、
ルールが守られて
いるか 
・心のこもった挨拶
や言葉遣い、礼儀
、マナー、制服の
着こなしができて
いるか 

・笑顔で明るい挨拶 
・高校生として相応しい
言葉遣い、礼儀、マナ
ーを身につけさせる 
・清潔感のある服装、着
こなしを身につける 

・挨拶指導・登下校指導 
・服装指導の定期的な実施と日
常指導の充実 
・ＰＴＡや地域と連携した生徒指
導 
・生徒会活動を通した生徒指導 

Ａ 

大多数の生徒について、基本的生活習慣が
身につき概ね良好な学校生活を送っている。
制服を着崩したり奇抜な髪型をしたりする生
徒は皆無であり、清潔感のある身だしなみが
身についている。 

問題行動、交
通事故等の未
然防止 

・特別指導や一般指
導件数 
・交通事故発生件数 

・特別指導件数の減少 
・交通事故件数の減少 

・交通安全講話、携帯電話教室
、いじめ防止講座、薬物乱用
防止教室 

Ａ 

昨年度と比較して、特別指導件数について
は半減し、交通事故発生件数についてはおよ
そ1/3に減少した。交通事故の減少について
は、本年度当初に設定したローカルルールの
成果が認められる。課題としては、発生した
特別指導のうち、生徒間暴力が多かったこと
から、情緒の安定や感情のコントロールが挙
げられる。 



 

問題行動や悩
みを持つ生徒
への対応 

・個々の生徒に応じ
たきめ細やかな支
援や指導がなされ
ているか 

・課題を抱えた生徒へ

の組織的な支援体制

の充実 
・特別指導の充実 

・春秋の交通安全運動の実施 
・日常的な生徒指導の充実 
・生徒指導部会の定期開催 
・個々に応じた特別指導計画の
作成と実施 
・ＳＳＷやＳＣ、教育相談や特別
支援教育担当と連携する。 

Ｂ 

課題を抱えた生徒への組織的な支援体制や
特別指導については、職員研修等の成果もあ
り、少しずつではあるが充実し始めている。
しかしながら、指導が入りにくい生徒への実
質的な対応等現在のスキルでは対応できない
場面も多くあり、各所との連携のあり方を含
めて課題の方が大きい。 

人
権
教
育
の
推
進 

研修の充実 
全職員の実践力向
上 

・校外研修（年１回以
上）参加、校内研修（
学期に１回）実施 

・体罰や暴言等防止 

・校外研修日程の周知徹底と
推進委員会で企画立案と実
施 

・全職員対象コーチング研修
実施 

Ｂ 

校外の人権教育研修会に、ほぼ全ての職員
が１度は参加し、人権感覚の向上を図ること
ができた。講演会・校内研修をとおして、教
師の指導力向上につながった。 

人権教育の充
実 

全ての教育活動に
わたって人権教育
を実施 

・人権教育に係る、年
間計画の作成 

・人権教育推進委員でＬＨＲ
指導案の原案作成 

Ａ 
教育活動を見通す中で年間計画を作成し、

計画的に人権教育ＬＨＲ等を実施することに
より、人権感覚の向上を図ることができた。 

・人権に係る講演会を
年１回実施 

・人権教育推進委員会での企
画立案と実施 

Ａ 

年間計画に基づき、講演会（ハンセン病問
題、水俣病問題、デートＤＶ防止）を実施す
ることにより、基礎的な知識を得て様々な人
権課題に関する理解を深めることができた。 

命を大切にす
る心を育む指
導 

自他を尊重し、お互
いを思いやる言葉
や態度を育成でき
たか 

・いじめアンケートで
、いじめや暴力を受
けたことがある生徒
数の減少 

・ソーシャルスキルトレーニ
ング（ＳＳＴ）を継続実施 

・命をテーマにした講演会を
学期に１回実施 

・毎月の人権標語作成とあい
さつ運動の実施 

Ａ 

ＳＳＴの継続的な取組で、自他を尊重し、
思いやる言葉や態度が育成できている。 
共助部局と共助委員が中心となり、その月

の行事等に合わせて人権意識の啓発につなが
る標語を毎月作成した。あいさつ運動も毎月
実施することができ、お互いを認め合うきっ
かけを作ることができた。 

い
じ
め
の
防
止
等 

いじめの未然
防止と適切な
対応 

・いじめの認知件数
とその解決率の向
上 
・キッズサインによる
情報提供 

・いじめ等に関する情報
共有の強化 
・生徒会活動等を通し
た、いじめを生まない
雰囲気づくり 
・生徒と教師の信頼関
係構築と生徒の相談
しやすい環境整備 
・いじめが起きた際の適
切な対応 

・標語やポスターの募集 
・「認め・ほめ・励まし・伸ばす」教
育と生徒の人権に配慮した教
育実践 
・本校いじめ防止基本方針に則
りいじめ根絶への取組実践 
・重大事態対応マニュアルの整
備 

Ｂ 

本年度は1学期に5件、2学期に3件のいじめ
を学校として認知した。いずれも初期段階で
介入し解決に至っており、認知件数並びにそ
の解決率については、一定の成果を上げてい
ると思われる。しかしながら、キッズサイン
に寄せられた情報やネット上のトラブル等も
含めて、表面化していない「いじめ」やこれ
に類するトラブルも一部に認められる。 

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
） 

地
域
連
携 

生徒・保護者・
職員による地
域連携 

防災型コミュニテ
ィ・スクールとして
地域との連携体制
を構築 

・地域住民と学校関係
者の協力体制を確認 

・避難所運営マニュア
ルの作成 

・防災をテーマとした
探究活動 

・学校運営協議会を開催し、
具体的な連携体制の確認や
避難所運営マニュアルの作
成 

・地域と連携した防災避難訓
練や防災に関する教育活動
の実施 

Ａ 

学校運営協議会を実施し、八代市との災害
発生時における学校施設の避難所等利用に関
する基本協定を締結した。また、それに対応
する避難所運営マニュアルを作成した。 
今後も防災型コミュニティ・スクールとし

て地域と連携しながら、防災教育を充実させ
ていきたい。 

開かれた学校
づくりの充実 

ものづくりを通し
た地域貢献や魅力
ある教育実践と中
学生、保護者、地域
社会への教育成果
の周知徹底 

ＰＴＡ総会は出席率9
割以上、文化祭には300
人以上の来客者数を実
現する 

中学生体験入学の実施 Ａ 

前年度より増加し450名ほどとなった。各科
の特色を中学生に十分に伝えるＰＲができて
いた。資格取得や本校の進路状況など就職へ
の関心が高い中学生が多く参加していた。 

教務部、各学科、進路指導部
、生徒会等を中心とした広報
活動（ＨＰの充実と学校便り
の送付等）と積極的マスコミ
の活用 

Ｂ 

本校のＰＴＡ総会参加率は例年90％以上と
かなり高い方であったが、今年度は86.4%とか
なり参加者が減った。来年度は開催日やＰＴ
Ａ総会の日程について検討する必要がある。 

教育成果や学校行事の
実施状況を年２回中学
校等に紹介 

学校情報の広報誌制作やホー
ムページの充実、地域のニー
ズに対応した製品製作等の取
組 

Ｂ 

ホームページについては定期的な更新を行
い、地域に向けての情報発信ができている。
行事の報道関係への提供や、その他の媒体を
用いた更なる広報の充実を検討する。 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

資格検定等の
取得や部活動
による社会を
逞しく生き抜
く心身の育成 

・朝は課外、放課後
は部活動に励む
メリハリのある
学校生活 

・基礎基本を大切
に、凡事徹底の実
践 

各種コンテスト入賞（
３位以内）と部活動各
種大会での入賞(目標
ベスト８以上) 

担当者と生徒・保護者との連
携(信頼と協力)による指導強
化 
外部研修含む顧問指導力向上 

Ｂ 

高校生ものづくりコンテストについては、
金賞２部門、銅賞３部門と昨年に比べ受賞者
が増加した。九州大会（旋盤作業部門）でも
優勝し、全国大会に出場した。溶接競技大会
は、２年ぶりに団体優勝した。陸上・水泳・
弓道の個人でインターハイ出場、野球部が八
代地区1年生大会優勝、卓球男子が九州新人
大会出場、弓道部男子が全国選抜大会で第３
位等の好成績を残した。 

生徒の意欲高揚 

リーダー研修会を実施し、生
徒の自覚と自信を深め、学校
の活性化に寄与する人材を育
成 
資格・大会内容の紹介や合格
・入賞結果の報告 

Ｂ 

高校総体後の新チームの主将に対して、夏
期休業中にリーダー研修を実施した。新チー
ムの新人大会等での活躍が見られた。 
高校生ものづくりコンテスト全国大会の旋

盤作業部門に出場し、多くのメディアに取り
上げられた。 

保
健
安
全
環
境
の
管
理 

校内環境整備
の充実 

整理整頓の意義と
意識高揚 

各学期毎の校内美化週
間を実施する 

生徒会、管理部主催による美
化コンクールの実施 

Ａ 計画的に毎学期実施することが出来た。 

教室､実習棟､部室
等の管理意識の高
揚 

最低学期に１回、職員
及び生徒による安全点
検を実施 

職員及び生徒による危険箇所
等の安全点検の実施 

Ｂ 
学期に1回校内安全点検を行い、危険個所

の把握および修繕へつなげることができた。 

教職員が率先垂範
し、環境に対する責
任ある態度 

学校版環境ＩＳＯに 
取り組む 

省資源、リサイクル徹底、使
用電力と水道の細やかな節減
、ごみの削減と分別の徹底 

Ｂ 

可燃ごみについては毎日計量を行い、排出
ごみの削減につなげることが出来た。電力や
水道水の使用量については、啓発活動の不足
もありもあり節減に至らなかった。 

心身ともに健
康な学校生活
の実現 

健康診断結果等を
もとにした日常的
な健康管理の充実
と健康 

心身の健康に悩みを持
つ生徒の早期発見と支
援保健(病気予防対策
等)啓発 

生徒､保護者､学校の連携徹底
と生徒情報共有化、毎月保健
だより発行、外部講師講話の
実施 
衛生委員会月１回開催 

Ｂ 

１学期の検診後の病院受診や治療について
は、例年よりおおむね向上している。 
衛生委員会は毎月開催することが出来た

が、職員の長時間勤務については、増える傾
向にあり、今後も業務見直しや業務改善によ
り減少させる必要がある。 

特
別
支
援
教
育 

特別支援教育
の充実 

個に応じた指導の
充実 

必要な生徒の支援計画
、指導計画作成、適切
な支援を実践 

学科、学年と連携しながら全
職員共通理解に基づく支援の
実施 Ｂ 

支援計画、指導計画ともに担任作成に切り
替え、支援の実際につなげることができた。
専門機関と連携したり、巡回相談員の訪問を
利用したり、グループ研修へ繋げることで特
別支援教育の充実を図ることが出来た。 家庭と学校と専門機関の連携 

発達障がいや悩み
のある生徒の情報
の共有化と実践 

科会や学年会からの情
報を教育相談部会で共
有化 
全職員による適切な対
応策を徹底研究 

生徒理解研修会の実施 
ＳＳＷやＳＣ等の活用及び専
門家による校内職員研修会を
実施 

Ｂ 

生徒理解研修会を実施する回数や時期は検
討する余地がある。ＳＳＷやＳＣにつなげる
支援は十分機能したが、必要とする生徒の支
援を全職員で共通理解を図る方法は検討が必
要である。 



 

 

４ 学校関係者評価 

○最初に触れたいことは、今年度の貴校への入学志願者が定員を超える人数となったことは、学校長のリーダーシップの下、教職員のみなさんのた
ゆみない努力のたまものであると思います。少子化の進展により全国的にも私学への進学が３７％と全国的にも高い進学率、熊本市内への進学が
集中するなかで定員を超える入学志願者数は、技術立国としての日本を支える人材育成に対する期待の大きさでもあると思います。 
常々、生徒の進路希望に対して地域の中からも、教職員のみなさん方のきめ細やかで積極的な企業への関わり合いを見聞きしております。 

○学校の評価は、生徒受験数を見れば、結果が見える。人口減少の中で、久々に定員確保出来たのは素晴らしいし、地域の評価の表れ。特に進路説
明会の取組は、良かったと思います。生徒、保護者の評価も高く、先生達からも高評価、何より地域（企業）からも高評価が得られ、結果的に大
きな対外アピールとなった。 

○部活動（体育系・文化系）共に結果を出した団体、個人も多かった。地域活動も積極的に行われた。 
○年々、自動車での登下校時のマナーの向上が目に留まります。交通安全教育研究推進事業の取り組み効果が表れているものと思います。この研究
事業の取組が貴校だけではなく、他校、さらには校種を超えて広がって欲しいと願っています。 

○全ての学校が、少子化の中で、様々な努力を行い生徒確保、学力向上、部活動の充実、就職率（内容）の向上を行っているが、成果は様々。現状
の素晴らしい成果で満足する事なく、良い成果が出ている取組でも更に良くなる為に変化を起こしていく事が大切だと思います。就職率１００％
の中で、更なる質の向上、部活動における目標設定の向上。これまでの八代工業高校では考える事が無かったような計画（目標）を設定し、取組
等により、地域の活力に結びついて行くと思います。 

○八代工業高等学校のプライドを持って、生徒に向かって教育を進められていることに対し敬意を表し、学校に勤務する者として参考にさせていた
だきます。勉強になりました。 

○３年間で就職をする生徒が多いのですが、「夢の実現」度はいかがなものなのかというのも聞いてみたかったです。夢を実現するためには努力が
必要ですから、学校の勉強や部活動に精を出すことが重要です。勉強については、小中学校の授業は変わりつつあります。「主体的・対話的で深
い学び」を実現するため、めあてから問いをつくり、学習課題にして追求していきます。課題解決していきます。その中で他の人の考えに触れた
り、班で考えをまとめたりしていきます。培った表現力で全体へ発表をして、考えを主張し合って練り上げていきます。培った表現力で全体へ発
表をして、考えを主張し合って練り上げていきます。毎時間できるものではありませんが、単元を通して身につける力を明確にして指導しようと
努力しています。教えるべきものはしっかりと教えるのですが、学びとる、学びに向かうことが大切になってきています。職業系の高校でも主体
的・対話的で深い学びの実現に向け、授業改善に取り組まれていると思いますが、義務制の喫緊の課題を書いてみました。 

○私的な考えですが、「率先垂範」先生方の後ろ姿を生徒はよく見ていると思います。指導したいことは、まず、自分が手本を示すこと。生徒は意
気に感じて付いてくることでしょう。今後も師弟同行である貴校の益々の御発展と生徒さん方の御活躍を祈念いたします。 

 

 

５ 総合評価 

○今年度は生徒募集に向けて、体育祭や文化祭等の学校行事の内容を充実させ中学校や地域への案内を行った。特に体育祭では集団演技の質の向上
を図ることができ、地域や卒業生から賞賛の声をいただいた。文化祭ではテクノ広場（ものづくり体験）を実施し、地域のこども達が楽しんで参
加できていた。また、中学生体験入学やこども科学フェアなどにおいては、工業高校における「ものづくり」の楽しさを県民に広くＰＲすること
ができた。また他にも地域のボランティア活動や八代市、青年会議所等と連携した地域貢献活動を行うなど、在校生も体験的な活動を多くするこ
とによりＰＲ活動に取り組んだ。結果として、志願者数の大幅な増加には繋がり、定員を確保することができた。 

○学校目標や重点目標については、重点目標を整理し、理解しやすいものとし、年度当初に教職員へ周知し、合格者説明会、始業式や終業式、ＰＴ
Ａ総会や各学年ＰＴＡ等で機会ある毎に周知を行っている。 

 アンケート調査からは生徒87％（昨年度89%）、保護者92％（昨年度93％）と昨年度と比べ、理解度が若干低くなっている。職員はもとより生徒と
保護者の理解度を高めるため、年間を通して周知を図っていきたい。 

 ○アンケート調査の学力向上へ取組では、授業が「分かりやすい」と回答した生徒が、90％と昨年度と比べ4ポイント増加している。今後とも生徒
一人ひとりの理解度を把握し、授業改善を行うとともに個別指導などの更なる対応策が必要であると考えている。昨年度は生徒の18％が「授業  
に積極的に取り組んでいない」と回答していたが、今年度は16％と2ポイント減少し、２年連続して意欲の向上が見られる。今後は更なる学習意
欲の向上、進路決定率の向上や資格取得数の増加に繋げていきたい。 

 ○進路指導については、昨年度は37％の生徒が「面談」について十分ではないと回答しているが、今年度は24％となり、5ポイント改善されている
ものの、まだ３割弱近くの生徒が「十分ではない」と回答しているので、面談を十分に行える環境を整えていきたいと考えている。 

  本年度も企業の採用意欲が旺盛で求人数が増加し、就職選考解禁１回目受験で県内工業高校トップクラスの内定率９７％（昨年度９３％）を達成
するなどし、１月には就職内定１００％を達成した。進学では熊本大学１人、大分大学１人、長崎大学１人、熊本県立技術短期大学校１人、九州
能力開発大学校１人の計５人が国公立大学に合格し、昨年度の２人から増加した。今後は、センター試験等にも対応した進学課外の更なる充実が
必要である。公務員合格者は３人（福岡県警１人、自衛隊２人）だった。公務員の指導については希望者が少ないものの、生徒の進路実現のため
にも公務員課外についても充実していきたい。 

 ○資格取得については、各科とも熱心に取り組み、ジュニアマイスターの取得者は昨年度から５７人増えて１６０人であった。全国の優良校として
学校表彰も受けることができた。 

 ○校内環境美化については、９６％の保護者が「よく整備されている」と回答しており、生徒においても、８９％が「環境美化が良い」と感じてお
り、いずれも昨年度より向上している。特に、次年度は教室棟の改築もあり、実習棟での学習活動が多くなるなど、学習環境が大きく変わるので
今まで以上に環境美化に努めていきたい。 

 ○今年度は生徒の活躍が多く見られた。部活動では、陸上部、ソフトテニス部、弓道部が全国大会出場、柔道部、卓球部、水泳部が九州大会に出場
するなどの活躍が見られ、次年度の県高校総体での活躍を期待している。高校生ものづくりコンテストでは、４部門（旋盤作業・電気工事・化学
分析・家具工芸）で入賞した。旋盤作業・家具工芸部門の生徒は県大会で優勝し、九州大会に出場した。特に、旋盤作業に出場した生徒は九州大
会でも優勝し、全国大会出場を果たした。溶接競技大会では九州大会への出場も果たし、４位という結果を残した。県高等学校文化連盟写真専門
部春季写真コンテストでは優秀賞を獲得し、九州大会出場を果たした。また、県高校美術展においては美術部の生徒が最優秀賞を獲得し次年度の
全国大会出場が決定している。 

 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
① 確かな学力の向上    ○ ＩＣＴ活用授業の充実  ○ アクティブラーニングの積極的活用  ○ 各教科の授業研究の更なる充実     

 ② 資格取得の取り組み   ○ ジュニアマイスター取得増加に向け、各科が連携した指導体制の確立   ○朝課外の内容充実と効率化 
 ③ 地域への発信と連携   ○ 学校案内や広報誌、ＨＰの充実と年間を通した計画的な広報活動   ○ ものづくりや部活動等を通しての地域貢献 
 ④ 進路指導体制の強化    ○ 就職・進学・公務員の指導体制の強化及び企業との連携  ○ 進路意識の高揚に向けた各種ガイダンスの工夫改善 
                 ○ 国公立大学と公務員受験対策並びに組織的指導体制の強化  ○ 家庭や関係部署との連携強化        
 ⑤ 校内組織の充実      ○ 人権教育推進に向けた指導体制の充実  ○ 教育相談部(人権・特別支援）の組織内連携強化と関係機関との連携  
 ⑥ 交通安全教育の徹底  ○ 交通安全意識高揚に向けた講話  ○ 自転車の交通ルールとマナーの徹底  ○ 保護者と連携した交通安全教育の

充実 
 


